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A Study of Amateurism of The Japan Amateur 
Athletic Association: 
Focusing on the Selection of the Japanese Delegates at the  
Games of the VIIIth Olympiad, Paris
Sou Nemoto 　Hidenori Tomozoe 　Kazuyuki Nagashima
　　The purpose of this study is to clarify the thought of the Amateurism of The Japan Amateur 
Athletic Association in the 1920s.
　　Our study focused on three points: 1) Clarifying the actual condition of The Japan Amateur 
Athletic Associationʼs Eligibilities around 1920.  2) Clarifying The Japan Amateur Athletic 
Associationʼs reactions about Eligibilities around 1920.  3) Clarifying the process of loosening 
eligibility at the selection of the Japanese delegates at the Games of the Ⅷth Olympiad, Paris.
Then clalyfying the factors of it.
　　Our conclusions were as follows.  The factors of loosening the selection of the Japanese 
delegates at eligibility at the Games of the Ⅷth Olympiad, Paris was financial pressure by Great 
Kanto Earthquake.





















































































　さらに大体協は、1921（大正 10）年 3 月に会
長に就任した岸清一（以下「岸」と略す）を中心
に、同年 5 月開催の第 5 回極東選手権競技大会の
予選競技会に向けて、競技者資格を作成していく。






















































































































































































































































達夫も参加出来る」（読売新聞 1922 年 3 月 14 日
付朝刊）にみられるように、「準職業競技者」の
出場が認められた点について評価している論調も
みられる（東京朝日新聞 1922 年 3 月 14 日付朝












に分けて行われた陸上 3 種目競技会での 25 哩マ
ラソン競走では、以下のような実態も散見された。
申込数は 22 人、うち学生は 13 人で他は、職業を
有せる会社員と云ふ肩書きの人々であり、1 人は
魚商と云ひ最近問題となれる性質のものにして第
二部に加へた。第二部は 1 人であつた（YK 生，
1922，p.130）。
魚商である第二部に入る選手は 10 分を置いてス
タートしたが案外時間を要して 3 時間 22 分餘を
要した、彼は 1 人で張合がなかつたと云つて居た
……（中略）……第二部に属するもので車夫あた
りには、2 時間 30 分餘で走るのも居るから次回
には、第二部のレコード 3 時間 22 分をうんと破
るだろう（YK 生，1922，p.131）。
　また、1923（大正 12）年 2 月 11 日に大体協主
催で開催された第 8 回 10 哩短縮マラソン競走で
は、第二部において選手は 1 人も参加せず、第一
部 85 名のみにて挙行したという（読売新聞 1923































































































































































































































































































手選出のために、1924（大正 13）年 4 月 12、13
日に行われる二次予選会注 4）の出場者の競技者資









































会編，1936，p.420）。しかし、4 月 7 日に開かれ
た常務委員会では、一転して、「満場一致」で田
代の出場資格を認めることが決定された（東京朝











































支出が収入を超過していたため、役員が 4 万 9,000
円（現在の 2,696 万 9,600 円に相当注 7））を負担し


































































政府補助金 6 万円 　　　　　
大体協支出 6,400 円 76 銭


































































































注 4） 一次予選会は、1923（大正 12）年の秋から初冬
にかけて全国 15 地方にて開催された。
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